
2023
Ｎo.871

ウエルネスメッセージ

きらり最上の子どもたち

まちトピ

お知らせ掲示板

薬剤師、栄養士コラム

１０月号の目次

P.  ６ ～ ７

P.  ８

P. 10 ～ 13

P. 14 ～ 16

P. 17 ～ 18

令和４年度

　　決算のあらまし

P. ２～５

表紙の内容は９月２３日に行なわれた「町民運動会」です。

その他の写真もまちトピのphotosnapで紹介しています。
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令和４年度　決算のあらまし
一般会計 歳出一般会計 歳入

歳出の合計は前年度と比べて
２，５７２万円の減額

歳入の合計は前年度と比べて
１億１，０４７万円の減額

7０億 8,550万円
７５億 ９94万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費
商工費

土木費
消防費

教育費
災害復旧費

公債費
諸支出金

7,800 万円

4億 6,640 万円

651万円

10億 4,967 万円

1１億 5,331 万円

14億 5,443 万円

2億 3,018 万円
6億 8,462 万円
4億 1,385 万円

2,388 万円

456万円

7億 5,306 万円

7億 6,703 万円

（前年比）８億 2,477 万円

7億 4,140 万円

１億 2,484 万円

8,075 万円

３５億 2,961 万円

２億 8,332 万円

3億 6,350 万円

５億 7,123 万円

3億 9,928 万円

5億 9,124 万円

町税

地方譲与税ほか

地方交付税

分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入ほか

町債

繰入金

（前年比）

議会費・・・議員の報酬などの経費
総務費・・・行政全般の運営管理などの事務経費
民生費・・・障がい者や高齢者、子育てなどの福祉
　　　　　　にかかる経費
衛生費・・・保健や環境・衛生の向上にかかる経費
労働費・・・雇用対策や人材育成、勤労者支援など
　　　　　　にかかる経費
農林水産業費・・・農林水産業の振興・管理や整備
　　　　　　にかかる経費
商工費・・・工業や商業、観光の振興にかかる経費
土木費・・・道路や橋、町営住宅などの設備にかか
　　　　　　る経費
消防費・・・消防や防災にかかる経費
教育費・・・小中学校や生涯学習、体育活動などの
　　　　　　経費

▲0.5％

▲14.3％

▲9.0％

12.4％

▲1.8％
5.4％
26.1％
▲4.2％
12.8％

3.0％
19798.3％
9.2％
9.3％

5.7％

▲6.9％

▲0.2％

▲5.2％

▲6.9％

5.6％

14.9％

14.4％

▲16.2％

23.1％

用語の解説

一般会計財源内訳

　一般会計の歳入総額は、７５億９９４万円。
　前年度と比較すると１億１，０４７万円の増額、率に
して１．５％の増となりました。町税は、前年比５ .７％
の増加となりました。収納率は、９８．５％であり、昨
年度と比較し０．２％増加しました。歳入の４７．０％
を占める地方交付税は、普通交付税が前年比０．５ポイ
ント減の２９億８，８０４万円、特別交付税が前年比２．
１％増の５億４，１５７万円となり、前年比０．２％の
減となりました。使用料及び手数料について、赤倉温泉
スキー場にて第７２回全国高等学校スキー大会が行なわ
れたこともあり、前年比１４．４％増加となりました。
また、ふるさと納税について、前年差４，３７８万円増
額の１億４，０６９万円となりました。
　歳入に占める自主財源は２９．２％であり、国の地方
財政対策や県の事業推進に大きく左右される状況に変わ
りありません。

歳入の主な増減項目について 歳出の主な増減要因について

○地方税　４，４６２万円の増
個人町民税増、中小企業の償却資産および事業用
家屋に係る特例措置終了による固定資産税及び入
湯税の増

○地方特例交付金　２，５７９万円の減
中小企業の償却資産および事業用家屋に係る特例
措置終了

○地方債　７，０４０万円の減
給食センター炊飯設備整備工事事業の増、温水プー
ル加温装置交換工事の減

○国庫支出金　５，４６９万円の減
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金、
道の駅整備費負担金、感染症対応地方創生臨時交
付金の増、子育て世帯臨時特別給付金給付事業補
助金、非課税世帯臨時特別給付金給付事業補助金
の減

○県支出金　２，１０５万円の増
多面的機能支払交付金事業費補助金、中山間地域
等直接支払交付金、元気な地域農業担い手育成支
援事業費補助金の増

○総務費　　　　２億４，２５６万円の減
価格高騰緊急支援給付金給付事業・物価高騰対策
支援給付金給付事業費の増、非課税世帯臨時特別
給付金給付、ふるさともがみ応援寄附事業費、財
政調整積立金及び減債基金積立金の減

○民生費　　　　１億１，４７３万円の減
感染症対応子育て支援給付金、子育て世帯臨時特
別交付金の減

○衛生費　　　　１億１，５７５万円の増
病院事業特別会計繰出金、介護老人保健施設事業
特別会計繰出金及び水道事業特別会計繰出金の増

○農林水産業費　２，４０９万円の増
多面的機能支払交付金、中山間直接支払交付金、
感染症対応燃料価格高騰対策支援金の増

○商工費　　　　８，５７６万円の増
感染症対応経営安定化緊急支援金、道の駅整備事
業費の増、赤倉温泉スキー場圧雪車の購入

○土木費　　　　２，９９７万円の減
除雪対策費の減、公共道路・道路新設改良費事業
費の増

○教育費　　　　２，２４１万円の増
炊飯施設アレルギー対策室整備事業費の増、温水
プール加温装置交換工事費の減

○災害復旧費　　２，３７６万円の増
6月 27日豪雨被害による災害復旧事業費の増

○公債費　　　　６，３６７万円の増

　歳出の総額は、７０億８，５５０万円。前年度と比較
すると２，５７２万円の減額、率にして０．４％の減と
なりました。
　特徴的事業について、コロナ対策、物価高騰対策として、
経営安定化緊急支援、燃料価格高騰対策支援、価格高騰
緊急支援給付、プレミアム商品券事業、もがみ温泉郷プ
レミアム補助事業等を行ない、総事業費２億５，４１６
万円となりました。
　全国的イベントとして、２月に第７２回全国高等学校
スキー大会が行なわれ、実行委員会を発足し準備・運営
を行ないました。
　施設関連では、給食センターにおいて、炊飯施設アレ
ルギー対策室整備を行ない、令和５年度に完成します。
また、道の駅整備も本格的に始まり、こちらも令和５年
度に完成します。
　歳入との差し引きでは、４億２，４４４万円の黒字と
なり、貯金である基金残高は前年差１億９，３０１万円
の減となりました。町は今後も、大切な財源をもとに住
民サービスの向上に努め、自立した規律ある財政運営を
行なっていきます。

歳入の総括 歳出の総括
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令和４年度　決算のあらまし

健全化判断比率
特別会計名 歳出前年比歳出歳入

実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字）「―」で表示。

実質公債費比率、将来負担比率

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

指　　標 比較増減R3年度
7.8％

1.0％

▲3.1％

97.4％

連結実質赤字比率

R4年度

― ―

― ―

経常収支比率

実質赤字比率

89.6％

―

―

8.6％ 9.6％

30.9％ 27.8％

〇お問い合わせ　総務企画課　　財務行革推進室まで ☎43-2111（内線 259）

　公債費ならびに病院事業会計・水道事業会計
への繰出金が増加した為、令和３年度と比較し
7.8％の増となりました。

　実質公債費比率は、公債費のピーク（令和5年度）に近づいていることにより、1.0％増加しました。
　将来負担比率については、財政調整基金、減債基金の残高は減少しました。一方、地方債の残高も減少している
ことから、将来負担比率は3.1％減少しました。経費の削減や行財政改革を進め、財政の健全化に取り組んでいきます。
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特別会計決算

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

最上病院事業

介護老人保健施設事業

水道事業

瀬見温泉管理事業

農業集落排水事業

下水道事業

浄化槽事業

合　計

10 億 6,857 万円

1 億　 763 万円

12 億 3,011 万円

12 億 7,515 万円

3 億 9,591 万円

4 億　 893 万円

1,767 万円

2,061 万円

2 億 6,336 万円

1 億 2,833 万円

49 億 1,627 万円

10 億 2,976 万円

1 億　 695 万円

11 億 5,376 万円

12 億 8,169 万円

4 億　 968 万円

5 億 1,546 万円

1,648 万円

1,962 万円

2 億 4,335 万円

1 億 2,772 万円

49 億　 447 万円

▲６．３％

２．７％

▲２．６％

▲６．５％

６．３％

２１．７％

５．５％

▲５．４％

２．３％

２９．８％

▲０．７％
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15 億

20 億
目的基金減債基金財政調整基金

R04R03R02R01H30H29H28H27H26H25

町の基金の推移

（単位：億円）

町債残高の推移

　歳出について、介護老人保健施設事業は、物価高騰による燃料費・委託料等、瀬見温泉管理事業は新型コロナ
ウイルス対策、水道事業は令和４年 6 月豪雨による災害、下水道事業は、向町浄化センターの修繕や設備更新、
浄化槽事業は、浄化槽の設置基数ならびに元利償還金により増加しました。国民健康保険事業は保険給付費、介
護保険事業は基金積立金、最上病院事業は機器・設備更新、農業集落排水事業は元利償還金により減少しました。

特別会計総括
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。
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R04R03R02R01H30H29H28H27H26H25

（単位：億円）

54 56 58 61 62 63 65 66 64 60

54 54 52 49 46 43 40 36 35 32

108 110 110 110 108 106 105 102 99
92

※上部金額は合計
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15.7
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Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.8６最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７）

山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

山形県後期高齢者医療広域連合の被保険者

令和 6 年１月下旬

令和 4 年 11 月から令和 5 年 10 月診療分までの医療機関の名称・医療
費の総額など

確定申告 ( 医療費控除 ) の詳細につきましては、広域連合ではご回答でき
ませんので、お住いの地域を管轄する税務署または市町村の税務担当部署
にお問い合わせください。

①対象者

②発行時期

③記載内容

④注意点

〇お問い合わせ先　山形県後期高齢者医療広域連合　事業課　給付係　TEL：0237-84-7100

　　　　　　　　　最上町健康福祉課　医療介護保険室（内線６０９）

国民健康保険をやめる手続きを忘れずに！

　新たに働き始め職場から健康保険証を受け取った際は、国民健康保険をやめる手続き（資格喪失届）
が必要です。手続きをしないと、職場の健康保険と国民健康保険の両方に加入していることになり、
保険料に加えて国保税も支払う重複課税が起こる場合がありますので忘れずに手続きを行いましょ
う。
　また、退職等で職場の健康保険を脱退された場合は、国民健康保険に加入する手続きが必要です。
国民健康保険の手続きは、役場１階の町民税務課町民生活室または、健康センターで行うことがで
きます。

国民健康保険の資格を喪失するとき

　職場の健康保険に加入、または家族の健康保険の被扶養者になったとき

【手続きに必要なもの】

職場の健康保険証（保険証が変わった方全員分）または健康保険・厚生年金保険被保険者証資格等取得連絡票、資格

異動される方のマイナンバーが分かるもの、印鑑　など

〇お問い合わせ先　　健康福祉課　医療介護保険室　(内線６０９)

国民健康保険の資格を取得するとき

　職場の健康保険をやめたとき、または家族の健康保険の被扶養者から外れたとき

【手続きに必要なもの】

健康保険・厚生年金保険被保険者証資格等喪失連絡票、資格異動される方のマイナンバーが分かるもの、印鑑　など

最上町高齢者おかえり安心登録事業

　広域連合では、後期高齢者医療制度の健全な運営を図るために、年に � 回「医療費のお知らせ」
を発行し、被保険者のみなさまに、治療等にかかった医療費について確認していただいております。
今年度は、令和 � 年 �� 月から令和 � 年 �� 月診療分までを発行いたします。このお知らせは確定申
告 ( 医療費控除 ) をされる際に使用できますが、医療機関の請求遅れといった理由で記載されてい
ない分や令和 � 年 �� 月と �� 月診療分につきましては、別途「医療費控除の明細書」への記入が必
要となります。そのため、医療機関から受け取った領収書は、捨てずに保管されますようお願いい
たします。

　全国的に認知症や徘徊※に関する事故が話題となっており、当町でも相談件数が増えています。
この事業は、あらかじめ徘徊のおそれがある高齢者の情報を地域包括支援センターに登録しておく
ことで、徘徊で自分の家がわからなくなったり、行方不明になったりした時、捜索に必要な情報を
迅速に警察・関係機関等に提供し、早期発見・早期保護につなげることを目的としています。認知
症になっても住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちづくりを、みなさんで推進してい
きましょう。

※徘徊とは…認知症の「周辺症状」と呼ばれる症状の一つで、家の中だけではなく外に出て、あてもなくうろうろと歩き

　まわる行動のことですが、認知症の方の外出の多くはご本人なりの目的や理由があっての行動だとも言われています。

利用できる方

利用手続き

認知症により、徘徊のおそれがある在宅で生活している方

①地域包括支援センターで事業登録の申請を行います。印鑑をご持参ください。

②地域包括支援センター職員が自宅へ訪問し、登録情報について聞き取り等を行います。

〇お問い合わせ先　　健康福祉課　地域包括支援センター　(内線６０５)

【看護師等・看護学生のみなさんへ】

山形県最上町でインターンシップをしてみませんか？

　山形県外在住の看護師・准看護師または日本国内在住の看護学生の方が最上町の病院等でイン
ターンする際の旅費を山形県と最上町で支援いたします。

★令和５年度 お試しＵＪＩターン旅費支援事業★

対象者

支援額

実施要綱

山形県外に居住している方で、
　①看護師又は准看護師として県外の病院等に勤務する者
　②看護師又は准看護師の資格を有しているが、現に看護業務に従事して
　　いない者

日本国内に居住している方で、 
　③看護師等学校養成所に在学する者

※山形県の旅費支援事業対象であることが前提となります。

上限３８，４００円（県と町で負担します）

詳しくは、町ホームページをご確認ください。

支援にあたっては、事前相談が必要となりますので、下記のいずれかにご連絡ください。
最上総合支庁保健福祉環境部 保健企画課 企画調整・地域医療担当　　電話：����-��-����
最上町健康福祉課　健康づくり推進室（内線６０７）
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きら
り

最上の
子どもたち

シリーズ９１

集 支 員落 援 よだ り

向
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
の
ご
紹
介

〜
連
携
し
た
集
落
に
よ
る
地
域
づ
く
り
〜

� �� ��� ��� ��� ��� ���

英語数学国語

全国平均

山形県

最上町

� �� ��� ��� ��� ���

算数国語

全国平均

山形県

最上町

全国平均から見る

最上の子どもたちの学力

子
ど
も
た
ち
の

学
力
の
現
在
地

　　10
月
１
日
付
け
で
、
前
任
の
栗
林
浩

子
さ
ん
か
ら
向
町
地
区
集
落
支
援
員
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
、
今
井
正
明
で
す
。

集
落
は
、
向
町
八
区
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　集
落
支
援
員
の
支
援
活
動
の
中
に
は
、

地
域
間
連
携
推
進
交
付
金
事
業

(
向
町

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
)
の
事
務

局
と
し
て
の
活
動
も
あ
り
ま
す
が
、
栗

林
さ
ん
が
女
性
代
表
と
し
て
、
今
後
も

役
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
連
携
し
て
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　　早
速
、
10
月
３
日
に
、
向
町
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
会
議
の
役
員
会
を
開
催
し
、

浅
井
真
会
長

(
細
の
原
)
を
は
じ
め
役

員
体
制
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
て

　
今
年
も
４
月
18
日
、
全
国
一

斉
に
「
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
」
が
行
わ
れ
、
８
月
に
文
部

科
学
省
よ
り
そ
の
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
は
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
で
、

国
語
、
算
数
・
数
学
、
そ
し
て

中
学
生
は
４
年
ぶ
り
に
英
語
の

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
と
言
っ
て
も
、

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
方
の
た
め
に
、
今
回
は
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
議
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
簡

単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
の
会
の
目

的
に
つ
い
て
は
「
地
域
住
民
の
相
互
扶
助

並
び
に
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
文
化
の

向
上
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
協
働

活
動
を
行
な
う
」
と
規
約
第1

条
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
目
的
達
成
の
た

め
に
、
事
業
所
、
関
係
団
体
を
組
み
入

れ
た
組
織
体
の
充
実
や
自
治
会
の
相
互

連
携
及
び
情
報
交
換
、
学
校
と
地
域
の

連
携
事
業
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
た

め
の
活
動
な
ど
を
地
域
間
連
携
で
行
な

う
と
第
４
条
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、個
々

の
集
落
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
へ
の
対

応
や
集
落
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、

地
域
内
の
集
落
と
事
業
所
、
関
係
団
体

が
連
携
し
て
協
働
活
動
す
る
た
め
の
会

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
社
会
で
は
、
連
携
し

た
集
落
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
が
今

後
増
々
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
の
活
動

に
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

傾
向
は
下
の
表
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
小
学
校

で
は
「
国
語
」「
算
数
」
と
も

全
国
や
県
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
は
両
教
科
と

も
平
均
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
今
回

の
テ
ス
ト
に
臨
ん
だ
こ
と
が
良

い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で

す
。

　
一
方
、
中
学
校
で
は
３
教
科

と
も
全
国
や
県
の
平
均
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

英
語
で
は
大
き
く
差
が
開
く
結

果
と
な
り
、
こ
れ
を
ど
う
挽
回

す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
形
県
全
体
と
し
て
も
国
語

は
全
国
と
ほ
ぼ
同
程
度
か
上
回

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
数
学

子
ど
も
た
ち
の

意
識
は
？

　
学
力
テ
ス
ト
と
と
も
に
、
学

習
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

意
識
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果(

抜
粋)

を
み
る
と

小
・
中
と
も
「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
答
え
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
己

有
用
感
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
学
校
が
楽
し
い
と
答
え
て

い
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
小
学
生
で
は
自
分
で

計
画
を
立
て
て
、
平
日
も
１
時

間
以
上
勉
強
し
て
い
る
児
童
が

多
い
の
に
対
し
、
中
学
生
で
は

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
新

年
度
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
の

こ
の
時
期
の
中
学
校
で
は
、
部

活
動
や
運
動
会
の
取
り
組
み
が

盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
要
因
が
数
値
と
な
っ
て
表
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

学
習
時
間
の
確
保
と
学
習
内
容

を
工
夫
す
る
こ
と
が
必
須
で

す
。

下記ＱＲで 「カムロ窯」
のインスタ、 X （旧ツイッ
ター）

こんにちは！

今月号は川和田です！

地域おこし協力隊通信
　　気
が
つ
け
ば
カ
ム
ロ
窯
の
営
業
開
始

か
ら
２
年
が
経
ち
、
営
業
当
初
に
比
べ

器
の
製
作
や
陶
芸
体
験
な
ど
が
円
滑
に

進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
活

動
で
は
様
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
よ
り
取
材

依
頼
を
い
た
だ
き
、
放
送
番
組
で
は
テ

レ
ビ
ユ
ー
山
形
の
「
ど
す
コ
イ
や
ま
が

た
」
や
さ
く
ら
ん
ぼ
テ
レ
ビ
(
ニ
ュ
ー

ス
)
、
新
聞
社
で
は
朝
日
新
聞
や
読
売

新
聞
な
ど
で
、
カ
ム
ロ
窯
の
活
動
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
期

間
を
迎
え
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が

少
な
く
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
最
上
町

を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
情
報
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　　陶
芸
と
は
少
し
離
れ
、
カ
ム
ロ
窯
に

よ
く
現
れ
る
珍
獣
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
工
房
で
作
業
し
て

い
る
と
決
ま
っ
て
同
じ
時
間
帯
に
外
壁

か
ら

「
ド
ン
ド
ン
ド
ン
」
と
イ
ン
パ
ク
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
で
釘
を
打
っ
た
か
の
よ
う
な

力
強
い
音
が
し
ま
す
。
陶
芸
館
の
外
壁

(
木
製
)
に
は
無
数
の
穴
が
あ
り
、
穴

を
開
け
そ
こ
に
住
む
鳥
「
キ
ツ
ツ
キ
(
ゲ

ラ
)
」
の
仕
業
で
し
た
。
キ
ツ
ツ
キ
は

巣
を
作
る
た
め
に
穴
を
開
け
て
い
る
と

ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
打
突
音

を
鳴
ら
す
こ
と
で
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
習
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。

今
後
と
も
キ
ツ
ツ
キ
対
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
外
壁
が
穴
だ
ら
け
に
な
り
そ
う
で

す
。

情
報
発
信
と
珍
獣
ゲ
ラ

インスタグラム

X
（旧ツイッター）

向町地区
今井　正明　支援員

中学生の学力 ※全国平均を 100％とした場合 小学生の学力 ※全国平均を
100％とした場合

学習への取り組みについての意識調査

と
英
語
は
全
国
よ
り
下
回
る
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
対
策
と

し
て
学
校
ご
と
に
自
校
の
課
題

を
分
析
し
、
授
業
の
改
善
を

図
っ
て
い
ま
す
。

自分にはよいところがある
将来の夢や目標を持っている
学校に行くのは楽しい
自分で計画を立てて勉強している
平日は 1時間以上勉強している
国語の勉強が好きだ
算数（数学）の勉強が好きだ
英語の勉強が好きだ

小学校 6年生（％） 中学校３年生（％）

最上町
８２．０
７８．７
８３．６
８１．９

８０．３

６０．６
５５．８
４５．９

山形県
８４．１
８２．３
８５．２
７９．８
６５．０
６８．６
５９．７
７１．４

最上町
７７．８
６８．９
８６．７

４６．７
３７．７
５３．４
５７．７

５３．３

山形県
８１．９
６９．１
８１．９
５９．３
６１．７
６４．０
５６．２
５０．９

質　問　項　目
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Photonews

　９月２日（土）、鮭川村エコパーク内で最上地域森の感謝祭
が行われました。最上地域の森林資源を守り育てることを広く
周知し、県民各層の参加・連携・協働による森づくり活動を推
進するため、毎年開催されています。今年度は向町小学校と大
堀小学校から計１２名の緑の少年団員が参加しました。式典で
は森林・林業功労者表彰の他、最上地域の緑の少年団員が壇上
に上がり、森づくりリレー旗の引継ぎも行われました。また、
少年団の活動では、植菌体験や箸づくり、草木染体験などを行
い、少年団同士の交流と森の多様性や森林資源について学びま
した。

まち
トピ

上地域森の感謝祭が

開催されました最

　道の駅「もがみ」の登録証手交式が９月２６日（火）、最上町
役場にて行われ、山形河川国道事務所長の森田所長より髙橋町長
に登録証が手渡されました。髙橋町長は「道の駅もがみは官民連
携が要、国・町・指定管理者、三者連携し地域振興と情報発信の
拠点として頑張っていきたい」と道の駅効果について、抱負を語
りました。
　道の駅「もがみ」は今年８月に登録され、情報コーナー、２４
時間利用可能な駐車場とトイレ・観光案内所等の整備を進め、１
１月のオープンを目指しています。

道 の駅「もがみ」登録証を交付

　９月下旬に東京都・愛知県・石川県在住の３名が町に１
週間滞在し、立小路の里芋農家の下で収穫作業をしながら
移住体験を行ないました。これは、広報８月号でもお知ら
せした“Timee トラベル“ を介した企画で、繁忙期の雇用
確保と共に、関係人口創出に興味を示していただき、実施
しました。
　参加者からは、「実際農業に触れたことがなかったので
とても勉強になった」「バックパッカーとしてのキャリア
に興味があった。もし海外で事業展開をする際は是非一緒
に行ないたい。」「Timee トラベルに出会わなければ最上町
に来ることもなかった。充実した時間を過ごせて楽しかっ
た」という声をいただきました。

お 試し移住体験・農業体験を最上町で

　９月１６日（土）、「ロータリー奉仕デー」の事業として、最
上ロータリークラブでは最上町内にある待避所の清掃活動を行
いました。３３０年以上前、芭蕉が歩いたであろう封人の家か
ら瀬見に至るまでの要所要所のごみ拾いを、仲間と楽しみなが
ら行いました。今回集めたごみの中には、吸い殻などの可燃ご
みの他、ペットボトルや金属ゴミなどの不燃ごみが多く見受け
られました。最上町には最上小国川が流れており、国道沿いの
ごみが河川環境に影響を及ぼしています。
　これからも地域貢献活動・河川環境を守る活動を引き続き
行っていきたいと思います。

ロ ータリー奉仕デー

　９月２４日（日）に中学生が胸に抱く思いを発表する「第 62
回県少年の主張大会」が山形国際交流プラザ（ビッグウイング）
を会場に開催されました。
　最上町からは、最上中学校３年の阿部清香さんが「はじめの
一歩」を題に、最上地区大会と最北ブロック大会を勝ち抜き、
県大会に出場しました。県大会は県内４ブロック通過した１５
名が発表し、阿部さんは見事「努力賞」に輝きました。受賞誠
におめでとうございます。

山 形県少年の主張大会に出場

■乗車定員６名（車いすも無料貸出中）

■特別価格にて貸出中（４時間４，０００円より～）

（有）オートランドカネダ（☎４６－２５３０）志茂２０６－１　

※貸出には予約が必要です。

まずはご来店、またはお電話ください。

レンタカー
「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」

あります！あります！

■乗車定員６名（車いすも無料貸出中）

■特別価格にて貸出中（４時間４，０００円より～）

※貸出には予約が必要です。

レンタカー
「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」

　県の「やまがた暮らしプチ体験事業」第１弾として、
９月中旬に有限会社大沼産業（大沼寿彦代表取締役）の
下で、神奈川県在住の方１名が町に１週間滞在し、製造
工程の作業などをしながら移住体験を行ないました。こ
の事業は“Timee トラベル ”を活用したもので、今回が第
１弾となります。
　参加者からは「都会にはない〝ものづくり〟のお仕事
だったので応募してみたが、皆さん優しくしてくれ仕事
が楽しかった。平野育ちの自分にはこの盆地の景色がと
ても新鮮で空気がおいしく感じる」という声をいただき
ました。この企画に興味のある事業所がありましたら、
まちづくり推進室までお問い合わせください。

やまがた暮らしプチ体験に参加されました

　町議会９月定例会において教育委員任命同意を受けた笠原
正三さんに辞令が交付されました。任期は１０月１日から令
和９年９月３０日までの４年間です。今後、新たな教育委員
として町の教育振興のためにご活躍いただきますようご期待
申し上げます。

町 教育委員に笠原正三さん（向町）
が任命されました
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　１０月１２日（木）に、宮中行事の新嘗祭に献上す
る穀物の収穫奉納祭が中央公民館で行われました。最
上町からの献穀者は昭和３２年以来６６年ぶりとなり
ます。来賓からは「山形県の代表として、素晴らしい
穀物を生産いただいた、これを機に最上町の農業がま
すます発展することを祈念したい」と祝辞が述べられ
ました。
　また、精米の献穀者の今田源光さん（向町）は、「皆
さんのご協力のおかげでおいしい米が生産できまし
た」、精粟の献穀者の菅孝さん（東法田）は「高温が
続き水管理が大変だったが、良い経験となりました、
関係者の方々のご協力に感謝したい」とそれぞれ謝辞
を述べられました。

新嘗祭修祓式が行われました

任期：令和５年９月２５日～令和９年９月２４日

委員長　　星川　薫（志茂）
委　員　　岸　善一（明神）
委　員　　五十嵐　マリ子（向町一）
委　員　　大沼　邦男（向町七）

なめさいしゅうばつしき

にい

最上町監査員

任期：令和９年８月３１日（任期は４年間）

佐藤　義男（沢原）

固定資産評価委員

任期：令和５年１０月１日～令和８年９月３０日

山口　澄夫（下白川）

校生がシルクスイートの収穫高
　１０月２日（月）秋風が心地よく吹く中、新庄北高最
上校の１、２年生２２名が、赤倉の産直ゆけむりの畑で、
春に生徒と産直ゆけむりの会員と一緒に植付したさつま
いも「シルクスイート」の収穫を行いました。一人ひと
り手作業で丁寧に土を掘り起こし、大きく成長したさつ
まいもの姿に歓喜の声をあげながら、充実した収穫作業
となりました。今後は収穫したさつまいもの新たな活用
方法などを共に考えていきたいとのことでした。

ＰｈｏｔｏＳｎａｐ

９/２３　「町民運動会」

１０/１４　「音の風コンサート」

坂建具杯大会（第１９回）早

第 1位　　中嶌　義春（向町 8区）

第 2位　　細矢　文敏（向町 8区）

第 3位　　沓沢　勇（法田中）

10 月 13日に行なわれた
グラウンドゴルフの大会結果です

最上町選挙管理委員

町行政委員会委員について
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最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
１２月号掲載をお考えであれば１１月２０日までご相談ください！/

お
知
ら
せ

くらしの情報

１０月号

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
が
み
展
　
２
０
２
３
年
秋

▼
日
時
　　10
月
28
日

(
土)

～

　　　　　　　 

　11
月
５
日

(
日)

午
前
10
時
00
分
～
午
後
４
時
00
分

▼
場
所
　

①
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
富
翔

(
旧
富

沢
小
学
校
　赤
倉
温
泉
駅
よ
り
徒

歩
５
分
)
山
形
県
最
上
郡
最
上
町

大
字
富
沢
１
１
６
８

②
旧
赤
倉
小
学
校

(
赤
倉
温
泉

内
)
山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大

字
富
沢
９
８
１

③
「
お
く
の
細
道
」
赤
倉
ゆ
け
む

り
館

(
日
帰
り
温
泉
施
設
)
山

形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
富
沢
８

１
７-

１

婚
活
フ
ェ
ス
Ｉ
Ｎ
最
上

結
婚
相
談
会

▼
日
時
　　11
月
26
日

(
日)

午
後
２
時
00
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー

デ
ン
「
原
蚕
の
杜
」
多
目
的
ホ
ー

ル
　(
住
所
新
庄
市
十
日
町
６
０
０

１-

１
)

「
＠
ほ
ー
む
も
が
み
」

開
設
の
お
知
ら
せ

　　新
し
い
県
立
新
庄
病
院
の
総
合

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
「
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
拠
点
　＠
ほ
ー

む
も
が
み
(
あ
っ
と
ほ
ー
む
も
が

み
)
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

▼
開
所
時
間
　　月
曜
～
金
曜
日

(
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
)

８
時
30
分
～
駅
17
時
15
分

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　☎
０
８
０-

７
２
１
０-

２
２
５
１

　　山
形
県
森
林
管
理
署
で
は
、
令

和
７
年
か
ら
５
年
間
の
「
最
上
村

山
国
有
林
の
森
林
計
画
」
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
う
住
民
懇
談
会
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象
　　最
上
及
び
村
山

地
方
に
在
住
の
方

▼
開
催
日
時
　　令
和
５
年
12
月

５
日

(
火)

13
時
30
分
～
16
時
00

分▼
会
場
　　甑
葉
プ
ラ
ザ
　甑
葉

ホ
ー
ル
(
村
山
市
楯
岡
五
日
町
14

番
20
号
)

▼
募
集
人
数
　　30
名

(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

▼
募
集
締
切
　　令
和
５
年
11
月

６
日

(
月
)

〇
申
込
先

　　山
形
森
林
管
理
署

　　☎
０
５
０-

３
１
６
０-

５
８
５
０

　　詳
し
く
は
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

最
上
村
山
国
有
林
の

森
林
計
画
に
関
す
る

住
民
懇
談
会
の
開
催

　　10
月
１
日
か
ら
、山
交
バ
ス
「
新

庄
仙
台
線

(
特
急
48
ラ
イ
ナ
ー
)
」

の
「
新
庄
駅
前
」
バ
ス
停
を
、
駅

西
口
か
ら
東
口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
内

へ
移
設
し
ま
し
た
。
移
設
に
伴
い
バ

ス
停
の
名
称
を

「
新
庄
駅
東
口
」

に
変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　山
交
バ
ス
新
庄
営
業
所

　　☎
２
２-

２
０
４
０

山
交
バ
ス
新
庄
仙
台
線

「
新
庄
駅
前
」

バ
ス
停
の
移
設

▼
入
場
料
　　◇
一
般
３
０
０
円
◇
会

員
、
高
校
生
ま
で
は
無
料
◇
②
③
の

会
場
は
無
料

▼
特
別
展
示
　　地
元
小
学
生
児
童

の
作
品
展
示

(
①
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
富

翔
の
み
)
、
門
脇
徹
写
真
展

「
Ｎ
へ
の

旅
」
(
①
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
富
翔
の
み
)

金
子
信
子
　デ
ザ
イ
ン
書
道
展

(
②
旧

赤
倉
小
学
校
の
み
)

▼
ラ
イ
ブ
　　フ
ル
ー
ト
ラ
イ
ブ
「
ア

ニ
メ
か
ら
映
画
音
楽
ま
で
」
◇
11
月
３

日

(
金
)
午
前
11
時
00
分
～
　ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
富
翔
２
Ｆ

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　あ
ま
か
け
る
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　　

　　☎
０
９
０-

７
３
２
９-

２
１
１
２

　　【
山
形
県
最
低
賃
金
】

▼
時
間
額
　　９
０
０
円

(
46
円

ア
ッ
プ
)

山
形
県
最
低
賃
金
の
改
正

▼
効
力
発
生
　　令
和
５
年
10
月
14

日山
形
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３-

６
２
４-

８
２
２
４

　　10
月
14
日
効
力
発
生
の
山
形
県

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
受
け

て
、
農
業
委
員
会
で
基
準
・
目
安

と
し
て
公
表
し
て
い
る
標
準
賃
金

の
一
部
見
直
し
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
し
た
。

▼
農
作
業
単
価
　　人
力
の
部

(
実
働
８
時
間
を
標
準
)

　　見
直
し
前
　７
０
０
０
円
／
日

　　見
直
し
後
　７
２
０
０
円
／
日

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　最
上
町
農
業
委
員
会

　　☎
４
３-

２
０
１
７

　　 令
和
５
年
度
最
上
町

農
作
業
標
準
賃
金
の
改
正

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
登
録
の
更
新

　　山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し

て
い
る
責
任
技
術
者
で
、
登
録
の

有
効
期
間
が
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
の
方
は
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▼
該
当
者
　

　　有
効
期
限
が
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
の
方

▼
必
要
な
手
続
き

①
登
録
更
新
の
申
請

②
更
新
講
習
会
の
受
講

▼
更
新
期
間
　　令
和
５
年
11
月

１
日

(
水
)
か
ら
令
和
５
年
11
月

30
日

(
木
)

▼
受
付
場
所
　

　　建
設
水
道
課
住
宅
水
道
室

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　最
上
町
建
設
水
道
課

　　☎
４
３-

２
０
１
５

司
法
書
士
巡
回

無
料
相
談
会

▼
開
催
日
時
　　令
和
５
年
11
月

12
日

(
日)

10
時
00
分
～
15
時
00

分

(
相
談
受
付
最
終
14
時
00
分
)

▼
場
所
　　大
堀
地
区
公
民
館

▼
相
談
方
法
　　司
法
書
士
に
よ
る

面
談
相
談

▼
面
談
料
　　無
料

▼
予
約
　　不
要

▼
内
容
　　相
続
登
記
、
借
金
返
済
、

所
有
者
不
明
の
土
地
の
問
題
、
お
金

の
貸
し
借
り
な
ど

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
２
３

▼
日
時
　　令
和
５
年
11
月
16
日

(
木)

13
時
30
分
～
16
時
00
分

(
開
場
13
時
00
分
)

▼
場
所
　　山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
　２
階
　大
会
議
室

▼
内
容
　　◇
第
１
部
　オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
◇
第
２
部
　山
形
大
学

生
に
よ
る

「
模
擬
裁
判

(
性
犯
罪
事

件
を
例
に
)
」
の
紹
介
◇
第
３
部
　 

基

調
講
演
　演
題

「
想
い
と
願
い
」
講
師

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件

被
害
者
御
遺
族
　渡
邊
達
子
様
　渡
邊

勇
様

▼
入
場
料
　　無
料

令
和
５
年
度

地
域
議
員
協
議
会
の
開
催

【
地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
に
よ

る
地
域
議
員
協
議
会
】

　　県
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
地
元
議

員
が
審
議
を
行
な
う
地
域
議
員
協

議
会
を
各
総
合
支
庁
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
(
最
上
地
区
は

最
上
総
合
支
庁
)
県
議
会
の
活
動

を
身
近
で
傍
聴
で
き
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
会
場
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

▼
日
時
　　令
和
５
年
11
月
20
日

(
月)

15
時
00
分
～

▼
場
所
　　最
上
総
合
支
庁

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

山
形
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課

０
２
３-

６
３
０-

２
８
４
１

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

(
日
本
政
策
金
融
公
庫
)

　　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
子
供
を
お
持
ち

の
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

▼
ご
融
資
額
　　お
子
さ
ま
１
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利
　　１.

95
％

※

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
１.

55
％

(
令
和
５
年
９
月
１
日
現
在
)

▼
ご
返
済
期
間
　　18
年
以
内

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

　又
は
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６

介
護
の
し
ご
と
面
談
会

Ｉ
Ｎ
新
庄

▼
対
象
　　介
護
・
福
祉
関
係
の

仕
事
を
希
望
す
る
方
、
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
等

▼
開
催
日
時
　　令
和
５
年
11
月

７
日

(
火)

13
時
30
分
～
15
時
30

分

(
受
付
開
始
13
時
か
ら
)

▼
場
所
　　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄
　

(
新
庄
市
東
谷
地
田
町
６-

４
)

４
階
会
議
室
及
び
北
側
会
議
室

▼
内
容
　　最
上
地
域
の
福
祉
施

設
事
業
所
６
社

(
予
定
)
と
個
別

ブ
ー
ス
で
相
談
が
で
き
ま
す
。

▼
持
ち
物
　　筆
記
用
具
、
参
加

カ
ー
ド
(
事
前
配
布
制
)

▼
参
加
費
　　無
料

▼
定
員
　　な
し

▼
申
込
締
切
　　事
前
申
込
制

(
事
前
配
布
制
)

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄

　☎
２
２-

８
６
０
９

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　山
形
県
司
法
書
士
会

　　☎
０
２
３-

６
４
２-

３
４
３
４

▼
内
容
　　◇
Ⅰ
部
　「
や
ま
が
た
縁

結
び
た
い
」
と
「
Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が

た
」
の
説
明
会
◇
Ⅱ
部
　各
ブ
ー

ス
で
の
相
談
会

(※

皆
様
の
要
望

に
応
じ
て
様
々
な
ブ
ー
ス
で
、
婚

活
の
仕
方
な
ど
個
別
に
応
じ
ま
す
。

※

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相

談
ブ
ー
ス
も
有
り
ま
す
。)
◇
プ
ロ

に
よ
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
写
真
撮
影

《
個
人
負
担
１
０
０
０
円
》
写
真

撮
影
の
み
希
望
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

▼
対
象
　　結
婚
を
希
望
す
る
方
、
ま

た
は
そ
の
家
族
　男
女
各
10
名
程
度

(※

多
数
の
場
合
は
抽
選
、
落
選
の
場

合
は
連
絡
。)

▼
参
加
費
　　無
料

▼
申
込
先
　　や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

☎
０
２
３-

６
１
５-

８
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３-

６
６
５-

５
４
９
８

qqw
v5zf9k@

vega.ocn.ne.jp

▼
申
込
締
切
　　メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
電
話
で
11
月
21
日
(
火)

ま
で

〇
主
催

　　や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
・
や
ま

が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

続
き
は
次
の
ペ
ー
ジ
へ

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　　本
ロ
ー
ン
対
象
の
生
徒
・
学
生

が
卒
業
後
、
山
形
県
内
に
就
職
ま

た
は
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
最
長
１
０
年

間
、
元
金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
、

公
益
財
団
法
人
山
形
県
勤
労
者
育

成
教
育
基
金
協
会
か
ら
、
年
２
.

０
０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　　但
し
、
融
資
金
利
が
年
２
.
０

０
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
融
資

金
利
が
利
子
補
給
率
に
な
り
ま

す
。

▼
使
い
み
ち
　　大
学
・
短
大
・

高
校
・
専
門
学
校
等
の
学
資
金
、

住
居
・
生
活
資
金
な
ど

【
証
貸
型
】
一
括
で
ご
融
資
金

額
が
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
融
資
金
額
　

　　　最
高
２
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
　　◇
固
定
金
利
　年

１
.
80
％
～
年
２
.
60
％
(
最
長

10
年
)
◇
変
動
金
利
　年
１
.
70
％

～
年
２
.
10
％
(
最
長
25
年
)※

お
取
引
内
容
に
よ
り
金
利
が
異
な

り
ま
す
。※

固
定
金
利
型
・
変
動

金
利
型
と
も
、
在
学
期
間
中
は
最

長
６
年
間
元
金
据
置
き
が
で
き
ま

す
。※

２
０
２
３
年
９
月
末
日
ま
で

の
適
用
金
利
で
す
。

▼
保
証
　　労
働
金
庫
指
定
の
保

証
機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※

保
証
料
は
、
労
働
金
庫
が
負
担

し
ま
す
。

【
カ
ー
ド
型
】
在
学
期
間
中
、

限
度
額
の
範
囲
内
で
繰
り
返
し
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
融
資
金
額
　

　　　最
高
２
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
　　◇
変
動
金
利
　年

１
.
50
％
～
年
２
.
45
％
(
最
長

20
年
)※

お
取
引
内
容
に
よ
り
金

利
が
異
な
り
ま
す
。※

カ
ー
ド
ロ
ー

ン
の
ご
利
用
期
間
と
元
利
金
ご
返

済
期
間
を
合
わ
せ
て
20
年
以
内
で

す
。※

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
ご
利
用
期

間
は
在
学
期
間
を
限
度
と
し
て
最

長
７
年
間
元
金
据
置
き
が
で
き
ま

す
。※

２
０
２
３
年
９
月
末
日
ま
で

の
適
用
金
利
で
す
。

▼
保
証
　　労
働
金
庫
指
定
の
保

証
機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
ご
利
用
期
間
中

は
、
所
定
の
保
証
料
が
金
利
に
含

ま
れ
ま
す
。※

元
利
金
返
済
期
間

中
の
保
証
料
は
、
労
働
金
庫
が
負

担
し
ま
す
。

▼
融
資
期
間
　　

　　　７
年
～
10
年
以
内

※

ご
融
資
金
額
、
ご
融
資
金
利
、

ご
融
資
期
間
は
、
お
使
い
み
ち
に

よ
り
分
か
れ
ま
す
。

▼
保
証
　　労
働
金
庫
指
定
の
保

証
機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※

保
証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し

ま
す
。

▼
そ
の
他
　　◇
ロ
ー
ン
の
詳
細

は
、
労
働
金
庫
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。◇
労
働
金
庫
の
店
頭

で
、
返
済
額
の
試
算
を
行
い
ま
す
。

◇
労
働
金
庫
の
審
査
の
結
果
、
ご

融
資
で
き
な
い
な
ど
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在

〇
利
子
補
給
の
お
問
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
山
形
県
勤
労
者
育

成
教
育
基
金
協
会

　　☎
０
２
３‐

６
３
５‐

０
１
０
１

〇
ご
融
資
の
お
問
合
わ
せ
先

東
北
労
働
金
庫
新
庄
支
店

　　☎
２
２-

７
１
５
１

商
工
観
光
課

　　☎
４
３-

２
３
４
０



広報もがみ　令和５年１０月号　№８７１　【１６】【１７】　広報もがみ　令和５年１０月号　№８７１
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就職
支度

金

制度
あり

ます

令和６年度
大幅基本給
アップ予定

紹介者への報奨制度あり

未経験者大歓迎

TEL：0233-43-3661　FAX：0233-43-3663
法人事務局：紅梅荘お問合せ先

★詳しくはこちら
法人採用情報 HP

最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

６
次
産
業
活
性
化
対
策

事
業
補
助
金

　　町
内
の
６
次
産
業
活
性
化
推
進

の
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

加
工
品
の
製
造
及
び
販
路
拡
大
を

支
援
し
、
地
域
の
農
林
水
産
物
や

加
工
食
品
の
成
分
分
析
費
用
等
の

一
部
に
対
し
て
補
助
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　　次
の
①
、②
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の

ろ
う
き
ん
と
最
上
町
と
の

提
携
ロ
ー
ン

「
生
活
応
援
ロ
ー
ン
」

　　最
上
町
と
東
北
労
働
金
庫
が
提

携
し
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で

す
。

▼
使
い
み
ち
　　生
活
資
金
全
般
・

自
動
車
購
入
・
教
育
資
金
・
医
療

介
護
費
・
冠
婚
葬
祭
費
・
家
電
購

入
費
等
、
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
但
し
、
事
業
資
金
、
投
機

目
的
資
金
、
負
債
整
理
資
金
は
除

き
ま
す
。

▼
融
資
対
象
者
　　　最
上
町
に
お

住
ま
い
の
勤
労
者
の
方
で
、
会
社

や
商
店
に
一
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
方

▼
融
資
金
額
　　

　　　１
０
０
万
円
以
内
～

　　　３
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利
　　固
定
金
利
　年

１
.
25
％
～
年
２
.
75
％

▼
融
資
期
間
　　

　　　７
年
～
10
年
以
内

※

ご
融
資
金
額
、
ご
融
資
金
利
、

ご
融
資
期
間
は
、
お
使
い
み
ち
に

よ
り
分
か
れ
ま
す
。

▼
保
証
　　労
働
金
庫
指
定
の
保

証
機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※

保
証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し

ま
す
。

▼
そ
の
他
　　ロ
ー
ン
の
詳
細
は
、

労
働
金
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
労
働
金
庫
の
店
頭
で
、
返
済
額

　　の
試
算
を
行
い
ま
す
。

◎
労
働
金
庫
の
審
査
の
結
果
、
ご

　　融
資
で
き
な
い
な
ど
、
ご
希
望

　　に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　　の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　　だ
さ
い
。

▼配布方法
　１１月中に各世帯に郵送します。
　（申込みの必要はなく、無償となります）

▼燃料券の金額
　５０００円分 (１０００円×５枚の一綴り )
　※各世帯均一に５０００円分となります。

▼利用可能期間
　令和５年 12月～令和６年２月の３か月間

▼燃料券対象品目
　灯油、ガソリン、軽油、混合油、ＬＰガス

▼燃料券対応事業所
小国商事、ふれあいもがみ給油所、大堀プロパン販売所、

　山庁五十嵐商店、コメリＨ＆Ｇ最上店、　鈴木商事、

　フジイ、髙橋油店、佐々木商店、丸徳ふるせ、

　日通プロパン瀬見販売所（大黒屋）、中村商店

※

２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在

〇
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　　東
北
労
働
金
庫
新
庄
支
店

　　☎
２
２-

７
１
５
１

　　商
工
観
光
課

　　☎
４
３-

２
３
４
０

①
町
内
に
主
た
る
事
務
所
又
は
事

業
所

(
住
所
)
を
有
す
る
団
体

又
は
個
人

②
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
対
象
経
費
と
補
助
金
の
額

①
補
助
率
　２
／
３
以
内

②
補
助
金
額
　１
事
業
者
あ
た
り

５
検
体
ま
で
５
万
円
以
内

③
補
助
対
象
経
費
　公
的
機
関
な

ら
び
に
民
間
検
査
機
関
に
栄
養
成

分
分
析
を
依
頼
し
た
検
査
代

▼
申
請
期
限
　令
和
６
年
１
月
31

日

(
水
)※

予
算
が
な
く
な
り
次

第
受
付
終
了
す
る
事
が
あ
り
ま

す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　　最
上
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　　☎
４
３-

２
３
４
０

〇お問い合わせ先　最上町総務企画課財務行革推進室

　　　　　　　　　☎４３-２１１１（代表）

　国際情勢等により、高値が続く燃料価格に鑑み、

当町の各世帯に対し、下記内容のもと等しく燃料券

の配布を行い、生活支援を目指します。

燃料価格高騰対策燃料券配布事業

最上病院薬剤師コラム

～様々な疾患の

　リスクがある歯周病～

最上病院薬剤師　結城智博

　
皆
さ
ん
は
歯
周
病
に
つ
い
て
ど
の

く
ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
歯
周

病
と
い
う
と
、「
歯
に
関
す
る
病
気

で
、歯
を
失
う
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
実
は

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
全
身
疾
患
や
生

活
習
慣
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
糖
尿
病
、
脳
梗
塞
、
心
臓
病
、

誤
嚥
性
肺
炎
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
慢

性
腎
臓
病
、
肥
満
、
早
産
・
低
体
重

児
出
産
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

動
物
実
験
レ
ベ
ル
で
は
認
知
症
と
の

関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
ま
た
、
年
を
重
ね
る
と
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル（
口
の
フ
レ
イ
ル
）と
い
っ

て
歯
や
、
か
む
力
、
飲
み
込
む
力
が

衰
え
る
こ
と
に
よ
り
要
介
護
の
リ
ス

ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
生
涯
を
通
じ
て
歯
の

健
康
を
保
つ
よ
う
に
、
日
常
的
な
予

防
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
歯
周
病
と
全
身

疾
患
に
つ
い
て
、
一
部
お
薬
の
情
報

を
交
え
て
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

実
は
恐
ろ
し
い
歯
周
病

糖
尿
病
に
も
？

　
近
々
糖
尿
病
の
名
称
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
昔
、
患
者
の
尿

に
糖
が
混
じ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
が
、
あ
て
は
ま
ら
な

い
患
者
も
多
い
よ
う
で
す
。
糖
尿
病

は
１
型
と
２
型
が
存
在
し
、
血
糖
を

調
整
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
膵
臓
か
ら
出
ま
す
が
、
何
ら

か
の
理
由
で
こ
れ
に
よ
る
血
糖
調
整

が
上
手
く
出
来
な
く
な
る
病
気
で

す
。
成
人
の
４
人
に1

人
が
関
係
す

る
一
般
的
な
病
気
で
す
が
、
社
会
の

糖
尿
病
に
対
す
る
知
識
は
正
確
な
も

の
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
実

際
に
は
遺
伝
的
な
要
因
な
ど
様
々
な

要
因
が
関
係
し
て
発
症
し
ま
す
が
、

「
生
活
習
慣
が
悪
い
た
め
」
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
、
こ
れ
に

よ
り
治
療
に
向
か
わ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
日
本
糖
尿
病
協
会
、
同
学

会
が
連
携
し
て
新
た
な
名
称
の
提
案

が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
昔
の

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
話
を
戻

す
と
、
糖
尿
病
が
原
因
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
合
併
症
と
い
い
ま

す
が
、
歯
周
病
も
そ
の
一
つ
に
な
り

ま
す
。
糖
尿
病
が
あ
る
と
免
疫
や
炎

症
の
関
係
か
ら
歯
周
病
に
な
り
や
す

い
だ
け
で
な
く
、
悪
化
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
逆
に
、
歯
周
病
が
あ
る

と
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
低
下
さ
せ

糖
尿
病
に
な
り
や
す
く
、
こ
ち
ら
も

悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
お
互
い

が
悪
影
響
を
与
え
て
お
り
、
実
際
に

糖
尿
病
の
方
の
中
で
歯
周
病
を
患
っ

て
い
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
。

　
主
に
２
型
糖
尿
病
で
歯
周
病
の
人

を
対
象
と
し
た
試
験
で
す
が
、
歯
周

病
を
治
療
す
る
こ
と
で
血
糖
値
の
高

さ
を
示
す
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ（
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）が
０.

29
〜
０.

66
％
低
下
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
平
均
で
0.4
％
と
小
さ
い
数
値
に

思
え
ま
す
が
、
通
常
の
糖
尿
病
治
療

で
こ
れ
だ
け
下
げ
る
こ
と
は
難
し

く
、
あ
ら
た
に
糖
尿
病
治
療
薬
を
一

つ
追
加
し
た
時
と
同
様
の
効
果
に
匹

敵
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
歯
周
病
治
療
に
よ
る

こ
の
効
果
は
、
糖
尿
病
の
研
究
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

歯
周
病
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
炎
症

　
歯
周
病
は
歯
の
表
面
に
付
着
し
た

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
中
の
歯
周
病
菌

が
歯
肉
の
中
に
入
り
込
み
、
そ
こ
か

ら
炎
症
を
起
こ
し
発
症
し
ま
す
。
炎

症
し
た
場
所
に
は
炎
症
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
炎
症
物
質
や
歯
周
病
菌
が
集

ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
血
液
に

乗
っ
て
全
身
に
広
が
り
、
た
ど
り
着

い
た
臓
器
の
周
囲
で
問
題
を
引
き
起

こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
高
齢
者
に
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
は
、

口
か
ら
食
べ
物
や
唾
液
だ
け
で
な

く
、
歯
周
病
菌
な
ど
が
入
り
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
肺
で
炎
症
を
起
こ
す

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
歯
の
周
り
だ
け
で
は
な

く
全
身
の
病
気
を
誘
発
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
ま
た
、
最
悪
の
場
合
命
を

お
び
や
か
す
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。歯

科
検
診
は
出
来
る
だ
け

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
傾
向
と
し
て
は
40
歳
ぐ
ら
い
か
ら

歯
周
病
の
有
病
率
が
高
く
な
る
よ
う

で
す
。
気
に
な
る
方
は
歯
科
検
診
を

受
け
て
み
て
下
さ
い
。
特
に
、
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
は
虫
歯
や
歯
周
病
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
表
面
に
付
着
し

た
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
は
２
日
〜
14

日
で
石
灰
化
し
石
の
よ
う
に
固
く
な

る
歯
石
に
変
化
し
ま
す
。
そ
う
し
て

出
来
た
歯
石
も
細
菌
が
つ
き
や
す

く
、
む
し
歯
、
口
臭
、
歯
周
病
の
原

因
に
な
る
た
め
除
去
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
歯

ブ
ラ
シ
で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
自

分
で
や
ろ
う
に
も
難
し
く
、
逆
に
歯

を
傷
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

歯
科
医
院
で
取
り
除
く
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
な

検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
今
回
は
歯
周
病
と
全
身
疾
患
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

健
康
で
い
る
た
め
の
日
常
的
な
予
防

に
つ
い
て
も
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
に
正
し
い
方
法
を
教
わ
り
な
が

ら
日
々
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

の
う
こ
う
そ
く

ご
え
ん

す
い
ぞ
う



最上病院
栄養士
コラム

未来のために
魚を食べよう

　
魚
な
ど
の
水
産
物
は
、
私
た
ち
の

体
に
大
切
な
栄
養
素
の
一
つ
で
あ
る

タ
ン
パ
ク
質
の
、
重
要
な
摂
取
源
で

す
。
水
産
資
源
は
、
食
物
連
鎖
に
よ

っ
て
人
の
手
が
加
え
ら
れ
な
く
て
も

再
生
産
さ
れ
る
、
持
続
可
能
な
資
源

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
的
な
水
産
資
源
の
利
用
を

確
保
す
る
た
め
に
、
日
本
で
は
魚
の

獲
る
量
を
決
め
る
な
ど
、
魚
や
海
を

守
る
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
養
殖
業
に
お
い
て
も
持
続

可
能
な
手
法
に
よ
る
生
産
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
14
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

と
し
て
世
界
共
通
の
目
標
に
も
な
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
元
で

獲
ら
れ
た
（
つ
く
ら
れ
た
）
魚
を
選

択
し
て
食
べ
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
12
「
持
続
可
能
な
生
産
消
費

形
態
を
確
保
す
る
」
に
も
つ
な
が
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
消
費
行
動

と
い
え
ま
す
。

　
「
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」
と
よ
ば
れ

る
も
の
の
ひ
と
つ
に
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

マ
ー
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い

つ
ま
で
も
魚
を
食
べ
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
海
の
自
然
や
資
源

を
守
り
な
が
ら
獲
ら
れ
た
水
産
物
で

あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
つ
い

海
に
も
エ
コ
ラ
ベ
ル
？

た
魚
を
買
う
こ
と
も
海
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
水
産
庁
で
は

『
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
ほ
し
い
』
と
、

毎
月
３
日
か
ら
７
日
を
「
さ
か
な
の

日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。
普
段
魚
を

あ
ま
り
食
べ
な
い
方
も
、
魚
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
、
食
事
に
摂
り
入
れ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
い
し
く

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
実
は
未
来
に
つ

な
が
る
イ
イ
コ
ト
。
日
々
の
消
費
に

よ
り
、
お
い
し
い
魚
を
次
の
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

未
来
の
た
め
に

魚
を
食
べ
よ
う

魚
を
食
べ
て
イ
ロ
イ
ロ
な

栄
養
素
を
摂
り
ま
し
ょ
う

　
魚
に
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ
た

栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
様
々
な
種
類
の
魚
を
食
べ
る

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
の
が
、
サ
バ
や
イ
ワ
シ

な
ど
の
青
魚
で
す
。
青
魚
に
多
く
含

ま
れ
る
と
さ
れ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ

は
、
体
内
で
は
作
ら
れ
ず
、
食
べ
物

か
ら
摂
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
須

脂
肪
酸
で
す
。
体
内
で
は
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
し
た
り
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
す
と
さ
れ
動
脈
硬

化
・
心
臓
病
・
が
ん
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
働
き
を
活

性
化
す
る
の
で
記
憶
力
の
向
上
や
脳

の
老
化
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

魚
を
食
べ
て
骨
元
気
！

　
骨
を
つ
く
る
た
め
に
は
骨
の
材
料

骨ごと食べられる！さば缶で簡単炊き込みごはん
主食（炭水化物）と主菜（たんぱく質）が同時に摂取できます！

【材料】

精白米

さば水煮缶

しめじ

生姜

しょうゆ

酒

みりん

塩

（４人分）

２合

１缶

１袋

１かけ

大１

大１

大１/２

小１/３

（飾り用）しそ・生姜（千切り）　適量

A

作
り
方

と
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
た
ん
ぱ
く
質

が
必
要
で
す
。
そ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
助
け
る
の
が
魚
に
多
く
含
ま

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
い
う
栄
養
素
。

魚
を
ま
る
ご
と
食
べ
る
と
カ
ル
シ
ウ

ム
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
ど
ち
ら
も
摂
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
骨
ご
と
食
べ
ら
れ

る
し
ら
す
、
に
ぼ
し
な
ど
の
小
魚
や

骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
調
理
を
工

夫
し
た
も
の
を
料
理
に
摂
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

1 人分
エネルギー　346Kcal
タンパク質　14.0ｇ
脂質　　　　5.1ｇ
塩分　　　　1.5ｇ
カルシウム　110ｍｇ

①しめじは石づきをとってほぐす、生姜は千切りにする

②炊飯器の釜に洗った米、鯖缶の汁、Ａをいれ、炊飯釜の２合のメモリま

で水を入れる

③①を米の上にのせ、炊飯する

④炊きあがったら全体を混ぜる

⑤器に盛り、飾り用のしそ・生姜を上にのせる

・おかずや汁物と一緒に食べると全体でさらに食事のバランスが整います。その時はしょうゆ、塩を少なめに

　すると塩分の過剰摂取になりにくいです。

・缶詰は他の魚の缶詰に変えてもOK。その時は味の調整がしやすい水煮缶を使うことがポイントです。

▲エコラベルのデザイン

広報もがみ　令和５年１０月号　№８７１　【１８】【１９】　広報もがみ　令和５年１０月号　№８７１

戸籍の窓口

最上町の人口

９月

全 人 口　　７，６４１人　（うち、外国人９２人）

　　　男　　３，７５５人　（うち、外国人１２人）

　　　女　　３，８８６人　（うち、外国人８０人）

世帯総数　　２，７７２世帯

生れた人　　　　　　２人

亡くなった人　　　　９人

転入　　　　　　　１３人　（うち、外国人　４人）

転出　　　　　　　１５人　（うち、外国人　２人）

前月比　　　　　　　９人減

施 設名

対象児童年齢

あたごこども園（☎43-2346） 大堀保育所（☎44-2804）

０歳児～

（満８か月から受付可能）
１歳児～

〇お問い合わせ先　こども支援課　43-2247

令和６年度　保育所等入所児募集

〇申請期間　　　１０月３０日（月）～１１月２７日（月）

〇対象　　　　　・令和６年４月１日現在で最上町に住所を有する方

　　　　　　　　・未満児は、保護者が就労等により家庭で保育ができないと認められる方

〇書類の配布先　各幼児施設、こども支援課　

　　　　　　　　※申請書類は、上記配布先の他にホームページでも閲覧可能。

　　　　　　　　（町公式 HP：https：//town.mogami.lg.jp からもダウンロードできます。閲覧は

　　　　　　　　１０月３０日から可能です。）

〇書類の提出先　こども支援課

〇募集施設

※令和６年４月１日現在の年齢です。

※０歳児については、育休等の取得により利用可能時期が異なります。４～５月に利用可能月齢に達

しない、または、育児休業が終わらない場合は、入所希望月の約２カ月前からの受付となります。

詳細は、こども支援課にお問い合わせください。

　令和６年度、新たに保育所等に入所を希望する方は、申請してください。現在、幼児施設（あ

たごこども園・大堀保育所）に入所している方は、継続利用になるため申請は不要ですが、

転園を希望する方は申請が必要です。必ず入所案内をご確認のうえ、申請してください。

ご不明な点があれば、こども支援課までお問い合わせください。
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最上町の
let's 

Challenge！

このコーナでは最上町の紹介したい人をお知らせします！

閉
校
し
た
小
学
校
の

斬
新
な
利
活
用

菅
嶋

　隆
也

　平成３年生まれ。自営業畜産。旧東法田
小学校の体育館にスケートボードパークを
開設。また新庄市内を拠点としたスケート
ボードのスクールを運営。趣味はスケート
ボード、釣り、温泉。好きな言葉は「とり
あえずやれ」。

　「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
（
以
下
、
ス

ケ
ボ
ー
と
省
略
）
が
最
上
町
で
も

生
活
の
一
部
と
し
て
文
化
に
な
っ

て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
く
れ
た
菅

嶋
隆
也
さ
ん
。
小
学
校
で
は
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
夢
中
に

な
り
、
全
国
大
会
で
優
勝
も
経
験
。

そ
の
後
は
、
自
身
の
そ
の
身
体
能

力
を
活
か
し
ス
ケ
ボ
ー
の
道
へ
。

本
当
の
面
白
さ
に
気
づ
き
魅
了
さ

れ
た
の
は
高
校
生
の
頃
で
、
そ
の

情
熱
は
今
で
も
続
い
て
い
る
。

　
そ
ん
な
菅
嶋
さ
ん
は
現
在
、
旧

東
法
田
小
学
校
を
拠
点
と
し
た
ス

ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
で
、
町
内
外
の
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
に
対
し
て
ス

さ
ん

Vol.４

32
歳
　
＝
若
宮
地
区
＝

す
が
じ
ま
　
　
　
た
か
や

ケ
ボ
ー
を
教
え
て
い
る
。「
教
え
て

い
る
感
覚
は
な
い
。
楽
し
さ
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自

身
も
成
長
で
き
る
」。

　
本
人
は
壮
大
な
夢
を
描
き
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
。
同
校
に
ス
ケ

ボ
ー
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
子

供
の
遊
び
場
な
ど
、
廃
校
に
な
っ

た
小
学
校
を
利
活
用
し
て
、
誰
も

が
楽
し
め
る
空
間
を
創
り
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
来
る
人
々
が
町
内
外
、
年

齢
問
わ
ず
ス
ケ
ボ
ー
を
通
し
て
生

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
切
に
し

て
活
動
し
て
い
る
と
も
話
し
て
く

れ
た
。

　
ま
た
、
セ
ク
シ
ョ
ン※

な
ど
の

構
造
物
を
自
身
で
作
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
に
、
そ
の
力
の
入
れ
方
は
半

端
で
は
な
い
。「
ス
ケ
ボ
ー
仲
間
み

ん
な
で
、
セ
ク
シ
ョ
ン
を
一
か
ら

作
っ
た
り
、
体
育
館
に
パ
ー
ク
を

開
設
で
き
た
り
し
た
時
に
は
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
ね
」。
体
育
館
に

設
置
さ
れ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ス

ケ
ボ
ー
の
仲
間
と
と
も
に
創
り
上

げ
た
も
の
で
、
実
際
に
使
う
人
達

が
気
持
ち
よ
く
満
足
い
く
も
の
に

仕
上
げ
た
と
言
う
。「
構
造
を
理
解

し
て
、
滑
る
人
た
ち
の
こ
と
を
考

え
て
作
る
こ
と
で
本
物
が
完
成
す

る
」
と
菅
嶋
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も

※

セ
ク
シ
ョ
ン
と
は
ス
ケ
ボ
ー
の
パ
ー

ク
に
設
置
し
て
い
る
構
造
物
の
名
称
で

ア
イ
テ
ム
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
地
域
お
こ
し
を
目
指
し
て

企
画
し
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

を
集
め
る
こ
と
に
も
成
功
。
10
月

８
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
延
２
０
０
名
程
の
来

場
者
を
集
め
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

「
今
後
は
、
利
用
者
や
町
の
方
々
と

の
ス
ケ
ボ
ー
の
共
存
を
願
い
、
本

当
の
意
味
で
い
い
場
所
に
な
る
よ

う
に
、
今
あ
る
環
境
を
み
ん
な
で

育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　
ス
ケ
ボ
ー
の
讃
え
合
い
の
精
神

を
大
切
に
し
、
今
後
も
ス
ケ
ボ
ー

で
地
域
お
こ
し
を
目
指
す
菅
嶋
さ

ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


